








要約:進行性腎障害調査研究班のアンケート調査より,キャリーオーバー症例の問題点を検

討した。キャリーオーバー群の発症形式の半数がchance proteinuria/hematuriaであった。

しかし発見,発症時より専門医療機関を受診する期間は小児期腎炎群では 0.6 年,キャリー

オーバー群(278 例)では 3.8 年,成人期腎炎群では 2.3 年であり,キャリーオーバー群では

早期受診が遅れている可能性が示唆された。早期発見・受診・治療等この期間の健康管理

体制の必要性を示している。 


